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西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学

─ 

自
然
・
技
術
・
芸
術
・
倫
理

太　

田　

裕　

信

　

は
じ
め
に

　

私
た
ち
人
間
を
他
の
動
物
か
ら
隔
て
る
本
質
を
示
す
名
称
の
一
つ

に
、
話
す
動
物
、
ポ
リ
ス
（
政
治
）
的
動
物
、
直
立
す
る
動
物
な
ど
と

並
ん
で
、「
作
る
ヒ
トhom

o faber

」
が
あ
る
。

　

人
間
は
「
物
」
を
作
る
。
古
き
時
代
は
石
器
、
青
銅
器
、
鉄
器
な

ど
「
道
具
」
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
近
代
は
機
械
に
よ
る
産
業
革
命
を

本
質
と
し
て
記
述
さ
れ
、
経
済
社
会
で
は
作
ら
れ
た
物
は
商
品
と
し
て

流
通
す
る
。
な
る
ほ
ど
人
間
も
他
の
動
物
と
同
じ
よ
う
に
「
自
然
」
の

「
環
境
」
に
生
き
る
が
、
人
間
は
道
を
作
り
田
畑
を
耕
し
都
市
を
形
作

る
。
そ
れ
ゆ
え
人
間
特
有
の
「
環
境
」
は
自
然
と
人
為
の
総
合
と
し
て

の
「
世
界
」
と
な
る
。

　

ま
た
人
間
は
「
形
」
を
作
る
。
人
類
は
各
々
の
民
族
の
世
界
観
・
宇

宙
観
を
神
話
に
よ
っ
て
表
現
し
、
芸
術
を
残
し
て
き
た
し
、
さ
ら
に
は

国
家
を
形
作
り
、
様
々
な
共
同
体
の
歴
史
を
紡
ぎ
、
法
を
制
定
し
て
き

た
。
そ
う
し
た
情
意
や
規
範
を
伴
っ
た
人
間
の
「
表
現
」
を
、
本
稿
で

は
「
形
」
と
呼
ぶ
。

　

一
九
三
〇
年
代
後
半
頃
以
降
の
西
田
幾
多
郎
は
、「
世
界
」
に
お
い

て
「
物
」
や
「
形
」
を
「
作
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
間
の
本
質
を

思
索
し
た
。
円
熟
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
頃
に
書
か
れ
た
『
哲
学
論
文

集
第
三
』（
一
九
三
九
年
）
の
「
序
」
で
言
う
。

　
　
［
最
初
の
著
作
］「
善
の
研
究
」
以
来
、
私
の
目
的
は
最
も
根
本
的

な
物
の
見
方
考
へ
方
に
あ
つ
た
と
云
つ
た
。
そ
れ
は
今
歴
史
的
生

命
の
自
覚
、
ポ
イ
エ
シ
ス
的
自
己
の
自
覚
の
論
理
と
云
ふ
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
八
・
二
五
八
／
九
・
七（
１
））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）　

西
田
幾
多
郎
か
ら
の
引
用
は
、
新
版
全
集
（
竹
田
篤
司
ほ
か
編
『
西
田
幾
多
郎
全

集
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
―
九
年
）
お
よ
び
旧
版
全
集
（
安
倍
能
成
ほ
か
編
『
西

田
幾
多
郎
全
集
』
第
二
刷
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
―
六
年
）
の
両
方
か
ら
行
う
。

文
中
の
括
弧
内
に
巻
数
と
頁
数
を
記
す
。
前
者
が
新
版
、
後
者
が
旧
版
で
あ
る
。
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こ
こ
で
「
ポ
イ
エ
シ
ス
」（
地
の
文
で
は
、
今
日
の
一
般
的
な
表
記

に
従
っ
て
「
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
と
す
る
）
と
は
さ
し
あ
た
り
ギ
リ
シ
ャ

語
で
「
制
作
」
を
意
味
し
、
そ
の
知
は
「
テ
ク
ネ
ー
（
技
術
）」
と
呼

ば
れ
る
。
こ
の
西
田
の
「
最
も
根
本
的
な
物
の
見
方
考
え
方
」
と
し
て

の
「
ポ
イ
エ
シ
ス
的
自
己
の
自
覚
の
論
理
」
と
は
何
か
。
本
稿
で
は
、

西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
導
き

に
「
作
る
も
の
」
と
し
て
の
人
間
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

１　

自
然
と
技
術

�

―
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
マ
ル
ク
ス
、
プ
ラ
ト
ン　

　

西
田
は
『
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
）』（
一
九
三
四
年
）
か

ら
、
タ
イ
ト
ル
通
り
「
行
為
の
世
界
」
の
論
理
的
構
造
（
存
在
論
）
を

主
題
化
し
て
い
っ
た
。「
ポ
イ
エ
シ
ス
」
と
い
う
語
は
、
こ
の
「
行
為

的
自
己
の
世
界
」
を
探
究
し
て
い
く
途
上
で
用
い
始
め
ら
れ
、
そ
の
初

出
は
『
哲
学
の
根
本
問
題
続
編
（
弁
証
法
的
世
界
）』（
一
九
三
四
年
）

の
論
文
「
現
実
の
世
界
の
論
理
的
構
造
」
で
あ
る
。

　
　

生
命
は
我
々
の
身
体
を
形
成
す
る
。
我
々
の
生
命
は
身
体
に
あ
る

の
で
あ
る
。
身
体
な
く
し
て
生
命
と
い
ふ
も
の
は
な
い
。
併
し
人

間
は
単
な
る
生
物
で
は
な
い
。
人
間
は
道
具
を
作
る
。
人
は
ホ

モ
・
サ
ピ
ー
ン
ス
［hom

o sapiens 

「
賢
い
人
」
の
意
。
こ
こ
で

は
理
性
的
動
物
の
意
］
た
る
前
に
、
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
で
あ

る
。
道
具
は
身
体
の
延
長
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
併
し
人
間
は

道
具
を
作
る
の
み
な
ら
ず
、
客
観
的
に
物
を
造
る
。〔
…
…
〕
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
家
を
造
る
時
、
形
相
は
我
々
の
心
に
あ
る
と
い

ふ
［『
形
而
上
学
』1032 b1

］。
も
し
そ
れ
が
物
に
あ
る
と
考
へ

れ
ば
、
そ
れ
は
ゲ
ネ
シ
ス
で
あ
つ
て
、
ポ
イ
エ
シ
ス
で
は
な
い
。

〔
…
…
〕
個
物
が
表
現
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と

は
、
個
物
が
客
観
的
に
物
を
造
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る

ゲ
ネ
シ
ス
の
世
界
、
生
物
的
生
命
の
世
界
で
は
な
く
し
て
、
ポ
イ

エ
シ
ス
の
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
私
と
汝
と
の
社
会
的
・

歴
史
的
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
六
・
二
三
七
／
七
・
三

〇
〇
）

　

こ
の
よ
う
に
、
西
田
の
「
ポ
イ
エ
シ
ス
（
制
作
）」
と
い
う
概
念
は
、

人
間
と
生
物
の
差
異
を
め
ぐ
る
文
脈
に
お
い
て
、「
単
な
る
ゲ
ネ
シ
ス

（
生
成
）」
と
の
対
比
に
お
い
て
登
場
し
て
く
る
。
こ
こ
で
念
頭
に
置
か

れ
て
い
る
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
自
然
学
』
第
二
巻
第
一
章
な

ど
に
見
ら
れ
る
「
自
然
」
的
生
成
と
「
技
術
」
的
生
成
の
区
別
で
あ

る
。「
自
然
」
的
生
成
と
は
、「
そ
れ
自
ら
の
う
ち
に
運
動
変
化
と
静
止

の
原
理
（
始
原
）
を
持
っ
て
い
る
」
生
成
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
寝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［　

］
内
の
補
足
は
筆
者
に
よ
る
も
の
。〔
…
…
〕
は
中
略
の
意
。
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椅
子
や
上
衣
」
な
ど
の
人
工
物
の
「
技
術
」
的
生
成
は
、「
そ
れ
自
ら

の
う
ち
に
は
制
作
の
原
理
（
始
原
）
を
持
た
ず
、
た
と
え
ば
家
そ
の
他

の
人
の
手
に
な
る
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
よ
う
に
、
他
の
も
の

の
う
ち
に
あ
っ
て
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る（
２
）」

生
成
で
あ
る
。
人
間
は
、

「
道
具
」
を
用
い
た
「
技
術
」
に
よ
っ
て
、「
自
然
」
に
生
成
し
な
い
も

の
、
家
な
ど
の
物
を
作
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
四
原
因
」
説
を

用
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
木
は
確
か
に
木
材
と
し
て
家
の
「
質
料
因
」

と
は
な
る
が
、
風
を
凌
ぐ
等
の
「
目
的
因
」
を
も
つ
家
の
「
形
相
因
」

は
、
木
そ
れ
自
ら
の
う
ち
に
あ
る
の
で
は
な
く
「
我
々
の
心
に
あ
る
」

の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
制
作
者
と
し
て
の
人
が
そ
の
「
始
原
」（
こ
こ

で
は
作
用
因
）
と
な
る
。

　

西
田
は
こ
う
し
た
何
か
を
生
み
出
す
こ
と
を
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
表

現
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。
人
間
は
、
家
の
制
作
に

よ
っ
て
自
ら
の
欲
求
や
知
性
を
「
表
現
」
し
、
さ
ら
に
は
土
器
な
ど
で

は
自
ら
の
世
界
観
を
も
「
表
現
」
す
る
。
そ
の
た
め
「
客
観
的
に
物
を

造
る
こ
と
」
は
「
個
物
［
こ
こ
で
は
「
制
作
者
」
の
意
］
が
表
現
的
に

自
己
自
身
を
限
定
す
る
」
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
う
し
て
作
ら
れ
た
「
物
」
は
、
例
え
ば
土
器
か
ら
電
化
製
品
に
至

る
ま
で
、
そ
れ
自
体
人
間
の
生
き
る
「
世
界
」
を
不
可
欠
な
仕
方
で
構

成
す
る
も
の
と
な
り
、
か
え
っ
て
作
り
手
の
私
た
ち
の
生
活
を
条
件
づ

け
る
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
「
物
」
と
の
相
互
限
定
的
な
経
験
の
あ

り
方
を
西
田
は
「
行
為
的
直
観
」
と
呼
ぶ
。「
弁
証
法
的
世
界
と
い
ふ

の
は
、
行
為
的
直
観
の
世
界
で
あ
る
。
我
々
が
行
為
に
よ
つ
て
物
を
造

る
、
し
か
し
物
は
我
に
よ
つ
て
造
ら
れ
る
と
共
に
我
を
離
れ
た
も
の

で
あ
り
、
我
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
」（
七
・
一
四
八
／
八
・
一
九

二
）。

　

先
に
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
は
単
な
る
自
然
的
生
成
と
区
別
さ
れ
る
と
言
っ

た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
技
術
的
な
「
生
成
」
で
あ
っ
て
、
自
然
的
生

成
と
無
関
係
で
は
な
い
。『
哲
学
論
文
集
第
二
』（
一
九
三
七
年
）
の
論

文
「
論
理
と
生
命
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

眼
が
物
を
見
る
と
い
ふ
こ
と
は
既
に
技
術
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
歴
史
的
自
然
の
技
術
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
…
…
〕
我
我
は
固
、
歴
史
的
自
然
の
世
界
か
ら
発
展
し
来
つ
た

の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
云
ふ
如
く
、
す
ベ
て
「
自
然
が

作
る
」ἡ φύσις ποιεῖ

で
あ
る（
３
）。

歴
史
的
自
然
は
ロ
ゴ
ス
的
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
）　

内
山
勝
利
訳
『
自
然
学
』192 b30

（『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
四
巻
、
岩
波
書

店
、
二
〇
一
七
年
、
七
一
頁
）。

（
３
）　

新
版
全
集
八
巻
の
「
注
解
」
に
よ
れ
ば
（
五
一
七
頁
）、
こ
の
言
い
回
し
は
、『
政

治
学
』（1235 a9

）
に
お
け
る
「
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
自

然
は
無
駄
な
も
の
は
な
に
も
造
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（οὐθὲν γάρ, ὡς φαμέν, 

μάτην ἡ φύσις ποιεῖ

）」（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
政
治
学
』
牛
田
徳
子
訳
、
京
都
大

学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
と
い
う
表
現
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
学
の
大
前
提
の
一
つ
で
あ
っ
て
、『
動
物
部
分
論
』



五
〇

け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
…
…
〕
自
然
は
巧
妙
な
技
術
家
で
あ
る
。

而
し
て
我
々
は
何
処
ま
で
も
自
然
の
技
術
を
通
さ
な
い
で
何
事
も

成
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。（
八
・
二
六
／
八
・
二
九
八
）

　

こ
こ
で
、
西
田
は
生
物
的
進
化
に
お
い
て
、
例
え
ば
物
を
見
る
「
眼
」

が
で
き
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
器
官
の
形
成
そ
の
も
の
を
「
歴
史
的
自

然
の
技
術
」
と
呼
ん
で
お
り
、
人
間
の
技
術
た
る
も
の
も
、
自
然
発

生
的
に
は
起
こ
ら
な
い
仕
方
で
何
か
を
引
き
起
こ
す
と
は
い
え
ど
も
、

「
自
然
の
技
術
」
す
な
わ
ち
自
然
の
内
発
的
力
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で

な
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
今
日
の
原
子
力
や
生
殖
補
助
医
療
に
お
い
て
も

同
じ
で
あ
ろ
う
。
西
田
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
『
哲
学
論
文
集
第

三
』
の
「
図
式
的
説
明
」
で
は
、
同
じ
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
言
及
し

て
、
水
鳥
の
水
か
き
な
ど
、
生
物
の
器
官
形
成
も
ま
た
「
ポ
イ
エ
ー
シ

ス
」
の
一
種
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　

ポ
イ
エ
シ
ス
と
云
ふ
語
は
製
作
と
で
も
訳
す
べ
き
と
思
ふ
が
、
そ

れ
は
単
に
人
為
的
と
し
て
主
観
的
に
解
せ
ら
れ
る
恐
が
多
い
。
そ

れ
も
無
論
ポ
イ
エ
シ
ス
で
は
あ
る
が
、
私
の
此
語
に
よ
っ
て
云
は

う
と
思
ふ
も
の
は
、
一
層
深
く
客
観
的
意
義
を
有
つ
て
居
る
の
で

あ
る
。
自
然
の
創
造
と
云
ふ
如
き
も
の
も
ポ
イ
エ
シ
ス
と
云
ふ
の

で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
家
を
造
る
こ
と
も
ポ
イ
エ
シ
ス
で
あ

る
が
、
ポ
エ
ム
と
い
う
語
が
示
す
如
く
、
詩
作
も
ポ
イ
エ
シ
ス
で

あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
水
鳥
の
足
に
蹼
み
ず
か
き

が
あ
る
と
か
、
足

が
長
い
と
い
う
時
に
も
、「
へ
・
ピ
ュ
シ
ス
・
ポ
イ
エ
ー
」［
自
然

が
作
る
『
動
物
部
分
論
』694 a15

］
と
云
つ
て
居
る
。
ポ
イ
エ
シ

ス
と
い
ふ
語
を
用
ゆ
る
を
便
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
に

は
我
々
の
語
に
て
適
当
な
言
表
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
八
・

四
九
二
／
九
・
三
〇
六
―
七
）

　

こ
こ
で
、
西
田
は
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
を
単
な
る
ゲ
ネ
シ
ス
と
対
比
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
自
然
（
ピ
ュ
シ
ス
、
単
な
る
ゲ
ネ
シ
ス
）
と
人
為
的

技
術
（
テ
ク
ネ
ー
）
と
い
う
根
本
分
節
を
包
む
概
念
と
し
て
用
い
て
い

る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
ま
た
「
技
術
へ
の
問
い
」（
一
九
五
三
年
）
に
お

い
て
、「
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
は
「
テ
ク
ネ
ー
（
技
術
）」
と
「
ピ
ュ
シ
ス

（
自
然
）」
と
い
う
分
節
よ
り
高
次
の
概
念
で
あ
り
、「
現
前
し
て
い
な

い
も
の
を
、
現
前
す
る
こ
と
へ
到
着
さ
せ
る
こ
と
」、「
前
へ

－

産
み

－

出
す
こ
と
（H

er‒ vor‒ bringen

）」
だ
と
し
て
い
る（
４
）。

西
田
が
「
制
作
」

よ
り
も
「
ポ
イ
エ
シ
ス
」
と
い
う
語
を
主
に
用
い
る
理
由
は
、「
制
作
」

と
い
う
語
は
単
に
「
人
為
的
（
主
観
的
）」
に
理
解
せ
ら
れ
、
そ
の

「
客
観
的
意
義
」、
つ
ま
り
人
間
の
技
術
に
お
け
る
自
然
の
技
術
と
の
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（658 a9

）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

（
４
）　M

artin H
eidegger, D

ie Frage nach Technik, G
esam

tausgabe B
d.7, V

ittorio 

K
losterm

ann, 2000. S.12.



西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学

五
一

証
法
的
性
格
が
閑
却
さ
れ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
西
田
に
と
っ
て
、
ポ

イ
エ
ー
シ
ス
は
、
広
義
に
は
こ
の
よ
う
な
自
然
と
人
為
を
超
え
る
概
念

で
あ
り
な
が
ら
、
狭
義
に
は
自
然
的
に
起
こ
ら
な
い
が
、
そ
の
自
然
の

力
を
手
助
け
し
、
現
前
へ
と
も
た
ら
す
営
み
を
意
味
す
る
。

　

そ
も
そ
も
西
田
が
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
問
題
を
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
一
因
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
興
隆
と
い
う
時
代
背
景
、
よ
り
広

く
い
え
ば
、
近
代
に
お
け
る
急
激
な
生
産
力
の
発
達
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
日
本
で
も
マ
ル
ク
ス
主
義
が
強
い
勢
力
を

も
ち
、
三
木
清
を
は
じ
め
と
し
た
弟
子
た
ち
も
マ
ル
ク
ス
に
接
近
し

た
。
西
田
も
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
マ
ル
ク
ス
を
読
み
、
そ
の
人
間
学

か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る（
５
）。

例
え
ば
「
行
為
的
直
観
」
は
従
来
も

い
く
ら
か
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の
『
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
』
の
第
一
テ
ー
ゼ
に
表
わ
さ
れ
る
思
想
、
す

な
わ
ち
現
実
を
「
客
体
」
的
に
、
す
な
わ
ち
「
観
想
（A

nschauung

）」

的
に
で
は
な
く
、「
人
間
的
な
感
性
的
活
動
、
実
践
」
と
し
て
、「
主
体

的
」
に
捉
え
る
と
い
う
思
想
に
近
い
と
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
。「
対

象
と
か
現
実
と
か
い
ふ
も
の
を
、
実
践
的
に
捉
へ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、

行
為
的
直
観
的
に
捉
へ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
八
・
二
二

二
／
八
・
五
五
〇
―
一
）。
第
一
テ
ー
ゼ
の
「
実
践
」
の
本
来
の
意
味

は
「
革
命
的
」
な
実
践
で
あ
る
が
、
西
田
は
そ
れ
を
広
く
ポ
イ
エ
ー
シ

ス
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

　

ま
た
マ
ル
ク
ス
の
根
本
的
事
象
は
「
労
働
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
概
念
は
、
そ
う
し
た
労
働
の
側
面
を
含
み

つ
つ
も
、
よ
り
包
括
的
・
多
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
義
性
を

明
瞭
に
論
じ
て
い
る
の
が
、『
哲
学
論
文
集
第
四
』（
一
九
四
一
年
）
の

論
文
「
ポ
イ
エ
シ
ス
と
プ
ラ
ク
シ
ス
（
実
践
哲
学
序
論
補
説
）」
の
第

一
節
に
お
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
を
参
照
し
た
箇
所
で
あ
る
。

　
『
饗
宴
』
は
周
知
の
と
お
り
「
エ
ロ
ス
」
の
賛
美
の
書
で
あ
る
が
、

「
エ
ロ
ス
」
と
は
様
々
な
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
を
可
能
に
す
る
力
能
で
あ
る（
６
）。

人
々
は
様
々
な
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
を
通
じ
て
、
や
が
て
死
ぬ
運
命
に
あ
る

個
的
な
生
命
を
超
え
て
、
こ
の
世
界
に
何
か
し
ら
不
死
不
滅
の
も
の

（
と
ま
で
は
言
え
な
く
と
も
、
一
定
期
間
存
続
す
る
も
の
）
を
残
し
て

行
く
。
例
え
ば
私
た
ち
は
、
肉
体
的
に
は
子
供
を
も
う
け
授
か
る
こ
と

に
よ
っ
て
子
孫
を
残
し
て
い
く
。
ま
た
詩
人
や
発
明
家
は
、
詩
や
発
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
）　

拙
稿
「
西
田
哲
学
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」（
実
存
思
想
協
会
編

『
実
存
思
想
論
集
』X

X
V
III

号
、
理
想
社
、
二
〇
一
三
年
）
参
照

（
６
）　
『
饗
宴
』
に
お
け
る
「
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
論
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
森
一
郎

『
世
代
問
題
の
再
燃
―
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
と
も
に
哲
学
す
る
』
明

石
書
店
、
二
〇
一
七
年
、「
第
三
章　

ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
世
代
出
産
性
―
『
饗

宴
』
再
読
」
を
参
照
。
な
お
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
「
技
術
へ
の
問
い
」
で
、『
饗
宴
』

の
一
文
（205 b

）
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
訳
す
。「
お
よ
そ
い
つ
も
非
現
前
的
な

る
も
の
か
ら
現
前
へ
と
移
り
行
き
、
成
り
行
く
も
の
に
と
っ
て
誘
因
と
な
る
も
の

は
す
べ
て
、
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
、
す
な
わ
ち
前
へ
産
み
出
す
こ
と
で
あ
る
」（M

artin 

H
eidegger, ebd. S. 12

）。



五
二

品
と
い
う
「
物
」
を
残
し
て
い
く
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
は
政

治
家
を
中
心
に
ポ
リ
ス
の
組
織
と
い
う
「
形
」
を
作
り
、
ま
た
プ
ラ
ト

ン
が
ア
カ
デ
メ
イ
ア
を
作
っ
た
よ
う
に
、
知
恵
・
勇
気
・
節
制
・
正
義

な
ど
「
徳
」
と
い
う
「
自
己
の
形
」（
九
・
二
〇
四
／
一
〇
・
一
四
一
）

を
若
者
に
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
教
育
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
き
魂
を

こ
の
世
界
に
残
し
て
行
く
。
さ
ら
に
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、

美
の
イ
デ
ア
と
い
う
不
死
を
も
超
え
た
「
永
遠
」
を
「
観
想
」
し
、
そ

の
副
産
物
と
し
て
哲
学
書
や
ア
カ
デ
メ
イ
ア
を
制
作
し
残
し
て
行
く
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
『
饗
宴
』
に
て
賢
女
デ
ィ
オ
テ
ィ
マ
は
、「
エ
ロ
ス
」
は
「
ダ
イ
モ
ー

ン
的
な
る
も
の
、
即
ち
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
る
も
の
」「
神
と
人
間
と

の
間
を
媒
介
す
る
も
の
」（
九
・
一
九
一
／
一
〇
・
一
二
四
）
で
あ
る

と
い
う
。
西
田
は
、
こ
の
「
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
る
も
の
」
は
「
歴
史

的
世
界
の
形
成
力
」
の
根
本
性
格
だ
と
言
う
。
西
田
は
「
デ
モ
ー
ニ
ッ

シ
ュ
」
の
意
味
を
、
ゲ
ー
テ
の
「
矛
盾
に
於
て
の
み
現
れ
、
如
何
な
る

概
念
、
如
何
な
る
言
葉
を
以
て
し
て
も
捉
へ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ

れ
は
神
的
で
も
な
け
れ
ば
人
間
的
で
も
な
い
、
悪
魔
的
で
も
な
け
れ
ば

天
使
的
で
も
な
い
、
偶
然
に
似
て
居
る
が
摂
理
的
で
も
あ
る
」「
而
し

て
そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
や
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

大
王
や
ペ
ー
ト
ル
大
帝
の
如
き
個
人
を
襲
ふ
が
、
又
事
件
の
中
に
、
特

に
不
思
議
な
事
件
の
中
に
現
れ
る
」（
九
・
／
一
〇
・
一
二
六
―
七
、

ゲ
ー
テ
『
詩
と
真
実
』
第
四
部
第
二
〇
章
）
と
い
う
文
を
引
い
て
説
明

す
る
。
現
実
の
世
界
は
、「
偶
然
」
的
な
事
象
が
意
味
を
も
ち
「
言
葉
」

に
よ
る
厳
密
な
法
則
化
・
一
般
化
を
拒
む
。
し
か
し
人
は
そ
こ
に
何
ら

か
の
因
果
関
係
や
意
味
を
も
っ
た
「
摂
理
（
必
然
的
法
則
）」
を
見
出

し
て
し
ま
う
。
神
的
と
も
人
間
的
と
も
、
天
使
的
と
も
悪
魔
的
と
も
言

え
な
い
と
い
う
の
は
、
現
実
の
歴
史
的
世
界
の
進
行
が
、
弁
神
論
に
反

し
て
、
真
偽
、
善
悪
、
美
醜
と
い
っ
た
価
値
規
定
と
は
無
関
係
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
偶
然
・
摂
理
な
ど
の
「
矛

盾
」
の
中
に
垣
間
見
え
る
歴
史
的
世
界
の
万
物
の
産
出
的
形
成
力
の
性

格
が
「
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　

右
の
如
く
に
し
て
歴
史
的
形
成
力
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
デ

モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
の
生
命
の
要
求

は
、
す
べ
て
エ
ロ
ス
的
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ロ
ス
と
云

へ
ば
男
女
の
間
の
み
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
、
此
世
界
に
お
い
て
の
永
遠
の
生
命
の
要
求
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
形
が
形
自
身
を
形
成
す
る
要
求
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
精
神
的
に
生
産
的
な
る
も
の
は
、
ホ
ー
マ
や
ヘ
シ
オ
ド
ス
の

如
く
詩
を
生
み
、
リ
ク
ル
ゴ
ス
や
ソ
ロ
ン
の
如
く
ポ
リ
ス
の
組
織

を
生
む
と
考
へ
ら
れ
る
。（
九
・
一
九
七
／
一
〇
・
一
三
二
）

　

西
田
か
ら
す
れ
ば
、「
エ
ロ
ス
」
と
は
「
歴
史
的
形
成
力
」
で
あ
り
、

「
イ
デ
ア
」
は
「
単
に
超
時
間
的
」
な
も
の
で
な
く
、
そ
の
形
成
力

が
「
自
己
自
身
を
形
成
す
る
形
」
と
し
て
「
内
在
主
義
」
的
に
理
解
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
・
一
九
四
／
一
〇
・
一
二
九
）。
本
稿
で



西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学

五
三

は
西
田
の
プ
ラ
ト
ン
解
釈
の
正
否
は
問
題
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、

『
饗
宴
』
の
参
照
か
ら
見
て
と
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ

ス
は
、
単
な
る
人
為
的
制
作
や
労
働
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
る
物
や
形
を
産
み
出
す
こ
と
一
般
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

２　

道
具
・
身
体
・
言
語
論
―
歴
史
的
身
体
・
話
す
身
体

　

西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学
に
は
、
断
片
的
に
と
ど
ま
る
が
、
道

具
、
身
体
、
言
語
に
つ
い
て
の
独
自
の
発
想
が
見
ら
れ
る
。『
哲
学
論

文
集
第
二
』
の
「
論
理
と
生
命
」
か
ら
引
い
て
お
く
。

　
　

人
間
は
ゾ
ー
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
コ
ン
［
ポ
リ
ス
的
動
物
］
と
か
ゾ
ー

ン
・
ロ
ゴ
ン
・
エ
コ
ン
［
話
す
動
物
］
と
か
云
は
れ
、
或
は
感
性

的
・
理
性
的
と
云
は
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
云

つ
た
如
く
道
具
を
作
る
動
物
で
あ
る
。〔
…
…
〕
動
物
も
物
を
作

る
、
海
狸
の
如
き
は
巧
妙
な
建
築
家
と
云
は
れ
る
。
又
或
動
物
は

道
具
を
作
る
と
す
ら
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
動
物
は
物
を
物
と
し
て

見
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
動
物
は
対
象
界
を
有
た
な
い
。
無

論
、
私
は
動
物
の
本
能
作
用
を
単
に
無
意
識
的
と
か
感
情
的
と
か

考
へ
る
の
で
は
な
い
。
動
物
の
本
能
的
作
用
も
意
識
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
進
ん
だ
も
の
に
お
い
て
は
、
表
象
的
と
も
云

ひ
得
る
で
あ
ろ
う
。
併
し
動
物
は
物
を
対
象
的
に
見
る
と
は
云
は

れ
な
い
、
自
己
の
動
作
を
も
客
観
的
に
映
す
と
考
へ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。〔
…
…
〕
道
具
に
は
代
用
可
能
性
と
云
ふ
こ
と
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
既
に
物
を
物
を
と
し
て
見
る
と
云
ふ

こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
眼
は
最
も
客
観
的
な
感
官
で
あ

る
。
而
も
禿
鷹
の
眼
は
非
常
に
明
で
あ
る
が
、
唯
鼠
だ
け
を
見
る

と
云
は
れ
る
。（
八
・
九
―
一
〇
／
八
・
二
七
七
） 

　

こ
こ
に
は
、
人
間
と
動
物
の
根
本
分
節
を
め
ぐ
っ
て
重
要
な
問
題
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
西
田
の
思
考
を
、
筆
者
な
り
に
補
足
し
な
が
ら

追
っ
て
み
る
。

　

人
間
の
特
徴
の
一
つ
は
道
具
・
物
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。
な
る
ほ

ど
、
動
物
も
物
を
作
る
し
、
ビ
ー
バ
ー
（
海
狸
）
な
ど
は
巣
を
作
る
た

め
に
、
木
の
枝
や
泥
を
道
具
と
し
て
用
い
て
、
川
を
堰
き
と
め
る
ダ
ム

を
作
り
、
自
ら
の
生
き
る
環
境
を
変
容
さ
せ
る
。
ま
た
動
物
は
自
ら
の

爪
や
手
と
い
う
身
体
を
道
具
と
し
て
直
接
に
肉
を
切
り
、
土
を
掘
る
。

西
田
が
挙
げ
た
例
で
は
な
い
が
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
も
棒
を
使
っ

て
、
木
の
穴
に
潜
む
シ
ロ
ア
リ
を
釣
り
上
げ
て
食
べ
る
と
言
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
作
ら
れ
た
道
具
で
は
な
く
、
身
体
的
動
作
の
延
長
に

と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
間
の
「
道
具
」
は
た
と
え
ば
手
の
代

わ
り
に
土
を
掘
る
シ
ャ
ベ
ル
の
よ
う
に
、
肉
塊
を
切
り
分
け
る
ナ
イ
フ

の
よ
う
に
、
身
体
の
外
に
あ
る
「
代
用
可
能
性
」
を
も
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

西
田
は
、
こ
う
し
た
「
代
用
可
能
性
」
を
も
つ
「
道
具
」
の
可
能
性



五
四

の
条
件
は
、「
物
を
物
と
し
て
見
る
」、「
自
己
の
動
作
そ
の
も
の
を
客

観
的
に
映
す
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
人
間

が
自
ら
の
意
識
を
対
象
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
内
」

と
「
外
」、〈
私
か
ら
見
ら
れ
た
物
〉
と
〈
物
と
し
て
の
物
〉
を
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
禿
鷹
の
眼
は
非
常
に
明
か
で
は
あ
る

が
、
唯
鼠
だ
け
を
見
る
」
よ
う
に
、
動
物
が
〈
今
・
こ
こ
〉
に
没
入
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
現
在
の
状
況
を
超
え
、
未
来
を
思
い
描
き
、
過

去
を
想
起
す
る
。
こ
う
し
た
人
間
の
あ
り
方
を
、
哲
学
的
人
間
学
の

理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
プ
レ
ス
ナ
ー
は
「
脱
中
心
性Exzentrizität

」

と
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
は
人
間
の
「
想
像
力
」（
こ
の
点
に
着
目
し
た
の

が
三
木
清
で
あ
る
）
に
も
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う（
７
）。

人
間
は
そ
の
「
脱

中
心
性
」
に
よ
っ
て
、
今
・
こ
こ
に
な
い
未
来
を
恐
れ
、
今
・
こ
こ
と

は
別
の
理
想
を
形
成
し
、
現
実
と
の
落
差
に
思
い
悩
む
。
ま
た
他
者
と

の
関
係
も
反
映
し
、
向
上
心
や
羞
恥
の
念
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
に
「
対

象
界
を
越
え
て
居
る
」
た
め
に
、「
人
間
の
み
死
を
知
る
、
人
間
の
み

が
自
殺
す
る
の
で
あ
る
」（
八
・
一
五
／
八
・
二
八
三
）。

　

対
象
認
識
に
よ
っ
て
、
人
間
は
自
ら
の
内
と
外
を
区
別
し
、
さ
ら
に

自
ら
の
精
神
と
身
体
を
区
別
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間

は
身
体
的
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
身
体
は
精
神
に
よ
っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
な
る
。「
人
間
は
身
体
的
存
在
で
あ
る
共

に
、
自
己
の
身
体
を
道
具
と
し
て
有
つ
の
で
あ
る
」（
八
・
一
五
／
八
・

二
八
三
）。
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
身
体
を
精
神
と
引
き
離
す
能
力
は
、

道
具
を
使
う
と
い
う
能
力
と
等
根
源
的
で
あ
る
。「
物
を
道
具
と
し
て

有
つ
と
い
ふ
こ
と
は
、
同
時
に
所
謂
身
体
を
道
具
と
し
て
有
つ
こ
と
で

あ
る
」（
八
・
四
三
／
八
・
三
二
〇
）。

　

西
田
は
身
体
の
中
で
も
特
に
「
手
」
に
注
目
し
て
い
る
。
人
間
は
直

立
に
よ
っ
て
手
を
自
由
に
し
た
の
で
あ
る
。『
芸
術
と
道
徳
』（
一
九
二

三
年
）
の
頃
か
ら
す
で
に
ド
イ
ツ
の
美
学
者
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
に
言
及
し

な
が
ら
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
創
作
に
お
け
る
手
の
意
義
を
強
調
し
て

き
た
西
田
だ
が
、「
論
理
と
生
命
」
で
は
、「
人
間
は
手
を
有
つ
が
故
に

理
性
的
な
の
で
な
く
、
人
間
は
最
も
叡
智
的
な
る
が
故
に
手
が
与
へ

ら
れ
た
」（
八
・
二
二
／
八
・
二
七
八
、『
動
物
部
分
論
』687 a8

－10

）

と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
を
共
感
的
に
引
い
て
い
る
。
ま
た

『
哲
学
論
文
集
第
七
』
の
論
文
「
生
命
」（
一
九
四
五
年
）
で
は
、「
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
）　

藤
田
正
勝
「
哲
学
的
人
間
学
―
そ
の
歴
史
と
課
題
―
」（『
名
城
大
学
教
職
課

程
部
紀
要
』
第
一
七
巻
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。
三
木
清
は
プ
レ
ス
ナ
ー
に
『
哲

学
的
人
間
学
』
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。「
実
に
人
間
は
存
在
的
中
心
で
あ
る
限

り
の
自
己
を
離
れ
、
そ
の
限
り
に
於
け
る
自
己
を
客
観
し
、
自
己
の
意
識
と
い
ふ
が

如
き
も
の
す
ら
所
謂
内
界
と
し
て
世
界
化
し
得
る
と
い
ふ
特
質
を
も
つ
て
ゐ
る
。
即

ち
人
間
は
存
在
的
に
た
だ
中
心
的
で
な
く
、
プ
レ
ッ
ス
ネ
ル
な
ど
の
云
ふ
如
く
人
間

の
位
置
性
は
「
離
心
的
」exzentrisch

で
あ
る
。
人
間
は
単
に
存
在
的
中
心
で
あ
る

の
で
は
な
く
、
却
つ
て
ま
た
存
在
論
的
中
心

0

0

0

0

0

0ontologische M
itte

で
あ
る
と
我
々

は
云
ふ
で
あ
ら
う
」（『
三
木
清
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
二
五
五
頁
、
傍
点

は
原
文
よ
り
）。



西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学

五
五

は
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
理
性
を
理
性
た
ら
し
め
た
も
の
も
亦
手
で
あ

る
と
云
ひ
た
い
」（
一
〇
・
二
四
〇
／
一
一
・
三
〇
〇
）
と
も
述
べ
、

手
を
も
っ
て
何
か
を
作
る
と
い
う
機
能
が
理
性
の
根
底
に
あ
る
と
い
う

仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
西
田
が
こ
う
し
た
「
道
具
」
や
「
身
体
」

の
問
題
と
連
関
さ
せ
て
、「
言
葉
」
の
問
題
を
考
え
て
い
る
点
で
あ
る（
８
）。

　
　

人
間
は
道
具
を
作
る
動
物
た
る
と
共
に
、
言
語
を
も
つ
動
物
で
あ

る
。
言
語
学
者
ガ
イ
ゲ
ル
は
古
き
語
源
は
人
間
の
動
作
を
表
し
た

も
の
で
あ
つ
て
、
人
間
が
道
具
を
も
つ
前
に
言
語
が
あ
つ
た
と
云

ふ
。
そ
れ
に
は
異
論
も
あ
る
こ
と
と
し
て
も
、
兎
に
角
、
動
物
の

本
能
作
用
に
於
て
は
、
道
具
を
有
つ
と
は
云
は
れ
な
い
。
言
語
と

い
ふ
如
き
も
の
も
、
始
、
動
物
の
本
能
的
表
現
に
源
を
発
し
（
コ

ン
ト
の
云
ふ
如
く
、
理
解
せ
ら
れ
る
為
に
言
表
す
る
の
で
な
く
、

言
表
す
る
が
故
に
理
解
す
る
の
か
も
知
ら
ぬ
が
）、
表
現
的
音
声

が
言
語
と
し
て
成
立
す
る
に
は
、
対
象
的
な
る
も
の
の
符
号
と
い

ふ
性
質
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
的
実
在
の
世
界
は
、

道
具
を
以
て
物
を
作
る
と
同
時
に
、
話
す
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
言
語
と
い
ふ
も
の
が
成
立
す
る
に
は
、
無
論
、
既
に
人
間

の
共
同
生
活
と
い
ふ
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
社
会
と
い
ふ

も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
…
…
〕
行
為
的
身
体
（
歴
史
約

身
体
と
い
ふ
も
の
）
は
、
道
具
を
以
て
物
を
作
る
の
み
な
ら
ず
、

話
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
…
…
〕
而
も
実
は
我
々
が

道
具
を
有
つ
と
い
ふ
時
、
既
に
話
す
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。 

（
八
・
三
四
／
八
・
三
〇
八
―
九
）

　

上
述
の
よ
う
に
、
道
具
の
可
能
性
の
条
件
と
し
て
対
象
的
認
識
の
能

力
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
対
象
的
認
識
は
、
人
間
が
「
対
象
的
な
る
も

の
の
符
合
と
い
ふ
性
質
」
を
そ
な
え
た
言
語
能
力
を
も
つ
こ
と
に
等

根
源
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ガ
イ
ガ
ー
（Lazar G

eiger 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
８
）　

西
田
の
基
本
的
な
言
語
哲
学
は
『
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
の
論
文
「
表
現

作
用
」（
一
九
二
五
年
）
で
次
の
よ
う
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。「
思
想
が
思
想
と
な
る

に
は
一
度
、
公
の
場
所
に
持
ち
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
他
人
と
の
共
同
の
場
所

で
な
く
と
も
、
少
く
も
自
分
自
身
の
心
の
公
の
場
所
に
持
ち
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
之
が
言
表
で
あ
る
。
言
表
は
思
惟
の
結
果
で
な
く
、
寧
ろ
そ
の
成
立
条
件
と
も

云
い
得
る
で
あ
ら
う
。〔
…
…
〕
純
な
る
思
想
は
我
々
の
思
惟
作
用
の
中
に
含
ま
れ

て
居
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
言
語
の
世
界
に
宿
つ
て
居
る
の
で
あ
る
、
言
語
は
思
想

の
身
体
の
如
き
も
の
で
あ
る
」（
三
・
三
七
五
／
四
・
一
五
九
）。
こ
の
思
想
は
、
言

語
以
前
の
純
粋
な
思
想
は
存
在
せ
ず
、
思
想
は
言
語
の
構
造
に
お
い
て
あ
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
言
語
論
的
転
回
の
基
礎
的
発
想
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
西
田
の
言

語
観
に
つ
い
て
は
、
藤
田
正
勝
『
西
田
幾
多
郎
の
思
索
世
界
―
純
粋
経
験
か
ら
世

界
認
識
へ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
第
四
章
「
言
葉
と
思
索
―
日
本
語
で
思

索
す
る
こ
と
の
意
味
」
を
参
照
。



五
六

1829

－1870　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
の
言
う
よ
う
に
、「
人
間
が
未
だ

道
具
を
使
用
せ
な
か
つ
た
以
前
、
手
を
以
て
穴
を
掘
り
身
を
蔽
う
た

時
、
既
に
言
語
が
あ
つ
た（
９
）」

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
言
語
の
可
能
性
の
条
件
は
何
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
社

会
」
的
「
共
同
生
活
」
で
あ
る
と
言
う
。『
哲
学
論
文
集
第
一
』（
一
九

三
五
年
）
に
お
い
て
も
、
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
『
人
間
と
技
術
、
生
の

哲
学
へ
の
寄
与
』（
一
九
三
一
年
）
に
触
れ
て
、「
言
語
の
本
質
は
人
と

人
と
が
相
対
す
る
所
、
人
と
人
と
の
思
想
の
媒
介
と
な
る
所
に
あ
る
の

で
あ
る
。
言
語
は
命
令
と
返
答
と
い
ふ
如
き
も
の
か
ら
発
達
す
る
、
言

語
の
始
は
独
語
で
は
な
く
会
話
で
あ
る
」（
七
・
二
二
／
八
・
二
九
）

と
述
べ
て
い
る
。
先
の
引
用
で
は
、
西
田
は
「
ゾ
ー
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
コ

ン
（
ポ
リ
ス
的
動
物
）」
や
「
ゾ
ー
ン
・
ロ
ゴ
ン
・
エ
コ
ン
（
話
す
動

物
）」
よ
り
も
「
道
具
を
作
る
動
物
」
と
い
う
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
の

根
源
性
を
説
い
て
い
た
が
、
西
田
の
理
論
を
丁
寧
に
追
う
限
り
（
ま
た

西
田
に
と
っ
て
「
自
覚
」
と
は
「
私
と
汝
」
的
な
他
者
関
係
を
本
質
的

に
媒
介
し
た
も
の
で
あ
る
限
り
）、
こ
れ
ら
の
両
規
定
の
あ
い
だ
に
序

列
関
係
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
西
田
の
思
想
を
ま
と
め
る
と
、
道
具
と
身
体
の
所
有
の
可

能
性
の
条
件
と
し
て
対
象
的
認
識
（
主
客
分
離
）
と
言
語
が
あ
り
、
言

語
の
可
能
性
の
条
件
と
し
て
社
会
的
な
他
者
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
西
田
の
考
え
は
、
人
間
の
本
質
を
単
に
道

具
、
言
語
、
社
会
生
活
、
自
己
意
識
に
見
る
の
で
な
く
、
道
具
に
よ
る

制
作
（
労
働
）、
言
葉
、
他
者
関
係
を
、
経
験
の
可
能
性
の
条
件
と
し

て
等
根
源
的
に
理
解
す
る
と
い
う
仮
説
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
お
そ

ら
く
、
そ
う
し
た
思
想
に
示
唆
を
与
え
た
の
は
、
ノ
ワ
レ
（Ludw

ig 
N

oiré 1829

－1889 

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
言
語
学
者
）
の
『
人
類
の

発
展
史
に
と
っ
て
の
道
具
と
そ
の
意
義
』（
一
八
八
〇
年
）
に
お
け
る

「
言
葉
と
道
具
、
す
な
わ
ち
思
考
と
活
動
は
、
絶
え
間
な
い
相
互
作
用

に
お
い
て
互
い
に
条
件
づ
け
あ
っ
て
い
る（

（1
（

」
と
い
う
思
想
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
西
田
は
こ
れ
以
上
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
ら
の
断
片
的
発
想
は
、
今
日
の
霊
長
人
類
学
の
知
見
や
現
象

学
的
身
体
論
・
言
語
論
な
ど
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
意
味
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
）　

こ
の
引
用
は
、
西
田
の
蔵
書
に
ガ
イ
ガ
ー
の
著
書
は
な
く
、
ガ
イ
ガ
ー
の
当

該
箇
所
を
参
照
し
た
ノ
ワ
レ
の
著
作
が
あ
る
た
め
、
ノ
ワ
レ
の
書
か
ら
の
孫
引

き
だ
と
思
わ
れ
る
。「
人
間
は
道
具
の
前
に
、
ま
た
技
術
活
動
よ
り
前
に
、
言
葉

を
も
っ
て
い
た
」（Ludw

ig N
oiré, D

as W
erkzeug und seine Bedeutung für die 

Entw
ickelungsgeschichte der M

enschheit, Verlag von J. D
iem

er, 1880, S. 8.　

ノ
ワ
レ
『
道
具
と
人
類
の
発
展
』
三
枝
博
音
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
四
年
、
三
二

頁
）。

（
10
）　N

oiré, ebd., S. V
III. 

邦
訳
・
前
掲
書
一
〇
頁
。
こ
の
西
田
の
発
想
は
、
言
語
、

意
識
、
労
働
を
連
関
さ
せ
て
捉
え
（『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』）、
廣
松
渉
が

「
ガ
イ
ガ
ー
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」（
廣
松
渉
『
物
象
化
論
の
構
図
』
岩
波
書

店
、
一
九
八
三
年
、
一
八
三
頁
）
を
先
取
り
し
て
い
た
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
人
間
学

に
通
ず
る
で
あ
ろ
う
。



西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学

五
七

か
も
し
れ
な
い
。

３　

芸
術
論
―
自
然
法
爾
的
芸
術

　

次
に
西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学
に
お
け
る
芸
術
論
を
見
て
み
た

い
。
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
テ
ク
ネ
ー
」
は
「
技
術
」
と
と
も
に
「
芸
術
」

を
意
味
し
、
西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
論
に
お
い
て
も
「
芸
術
」
の
問
題

は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　
『
哲
学
論
文
集
第
四
』
の
第
三
論
文
「
歴
史
的
形
成
作
用
と
し
て
の

芸
術
的
創
作
」（
一
九
四
〇
年
）
は
、「
歴
史
的
形
成
作
用
」
す
な
わ
ち

「
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
の
論
理
か
ら
、
芸
術
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
特

に
、
そ
の
中
で
論
じ
ら
れ
た
西
田
の
東
洋
芸
術
・
日
本
芸
術
論
は
、
そ

れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
く
、
西
田
の
考
え
る
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
理
想

形
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

西
田
は
こ
の
論
文
で
、ド
イ
ツ
の
美
学
者
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
（W

ilhelm
 

W
orringer 1881

－1965

）
の
造
形
芸
術
論
を
参
照
し
て
い
る（

（1
（

。
そ

の
『
抽
象
と
感
情
移
入
』（
一
九
〇
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
美
学

は
、
古
典
芸
術
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
芸
術
）
を
範
と
し
、「
模

倣
」
を
基
盤
と
し
て
き
た
。
こ
の
判
断
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
原
始
芸

術
な
ど
は
写
実
性
の
技
能
の
欠
乏
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
リ
ッ

プ
ス
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
従
来
の
美
学
は
、
人
間
と
自
然
の
有
機

的
「
感
情
移
入
衝
動Einfühlungsdrang

」
と
い
う
心
的
機
能
に
基
づ

い
て
古
典
芸
術
を
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
は
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
や
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
モ
ザ
イ
ク
芸
術
、
原
始
芸
術
は
、
そ
う
し

た
「
摸
倣
」
や
「
感
情
移
入
衝
動
」
か
ら
は
説
明
で
き
ず
、
人
間
の
自

然
に
対
す
る
恐
怖
を
淵
源
と
し
、
現
実
の
混
沌
と
し
た
流
動
的
世
界

を
幾
何
学
的
な
線
や
形
の
合
法
則
性
に
よ
っ
て
静
止
・
永
遠
化
す
る

「
抽
象
衝
動A

bstraktionsdrang

」
と
い
う
、
異
な
っ
た
「
芸
術
意
欲

K
unstw

ollen

」
を
基
盤
と
し
て
い
る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
ヴ
ォ
リ
ン

ガ
ー
は
『
ゴ
シ
ッ
ク
の
形
式
問
題
』（
一
九
一
一
年
）
で
、
そ
う
し
た

摸
倣
的
な
古
典
芸
術
と
抽
象
衝
動
的
な
原
始
芸
術
と
い
う
両
極
の
方
向

と
は
異
な
っ
た
中
間
的
な
第
三
の
方
向
と
し
て
「
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
」
を

考
え
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、「
無
限
な
る
生
命
意
欲
の
発
露
」「
超
現

実
的
な
る
も
の
へ
の
無
限
の
欲
求
」（
九
・
二
九
八
／
一
〇
・
二
六
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
11
）　
『
抽
象
と
感
情
移
入
』
の
翻
訳
は
岩
波
文
庫
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

企
画
は
戦
前
の
創
元
社
の
哲
学
叢
書
に
遡
る
。
三
木
清
と
植
田
寿
蔵
に
よ
っ
て
企
て

ら
れ
、
戦
後
出
版
さ
れ
た
（『
抽
象
と
感
情
移
入
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
年
、「
訳

者
序
」
参
照
）。
和
辻
哲
郎
も
論
文
「
東
洋
芸
術
の
「
様
式
」」（
一
九
二
五
年
、『
続

日
本
精
神
史
研
究
』
一
九
三
五
年
所
収
）
で
、
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
の
読
解
を
経
て
、
東

洋
芸
術
の
「
芸
術
意
志
」
を
探
っ
て
い
る
。
な
お
『
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
論
』
は
ド
ゥ

ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
の
『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
に
も
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
（
石
岡

良
治
「
解
説
」、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
『
ゴ
シ
ッ
ク
芸
術
論
』
中
野
勇

訳
、
文
春
学
藝
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
六
年
参
照
）。



五
八

が
元
に
な
る
。

　

西
田
は
こ
の
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
の
理
論
を
評
価
し
つ
つ
も
、
も
う
一
つ

の
「
第
三
の
立
場
」
と
し
て
東
洋
芸
術
を
位
置
づ
け
る
。
少
し
長
く
な

る
が
引
用
し
て
み
た
い
。

　
　

東
洋
芸
術
は
〔
…
…
〕
ゴ
シ
ッ
ク
と
同
じ
く
中
間
の
立
場
に
於

て
、
而
も
全
く
之
と
反
対
の
方
向
に
発
達
し
た
も
の
と
い
ふ
こ
と

が
で
き
る
。
東
洋
芸
術
の
精
神
的
と
云
ふ
の
は
、
か
ゝ
る
意
味
に

於
て
の
精
神
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
式
の
尖
塔
に
無
限

の
生
命
の
表
現
を
見
る
の
で
は
な
く
、
黒
楽
の
茶
腕
に
天
地
を
包

む
の
で
あ
る
。
平び
ょ
う

常じ
ょ
う

心し
ん

是こ
れ

道ど
う

で
あ
る
。
私
は
東
洋
芸
術
の
様
式

と
云
ふ
も
の
が
、
此
の
如
き
立
場
か
ら
把
握
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
ふ
。
自
然
に
親
和
的
な
日
本
芸
術
の
如
き
は
、
却
つ

て
ギ
リ
シ
ヤ
的
と
云
ふ
こ
と
も
で
き
る
。
而
も
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ヤ

と
同
一
の
芸
術
意
欲
に
よ
る
の
で
な
く
、
全
く
反
対
の
芸
術
意
欲

に
よ
る
の
で
あ
ら
う
。
形
相
と
質
料
と
は
対
立
的
と
考
へ
ら
れ

る
。
併
し
両
者
の
結
合
に
は
之
を
結
合
す
る
も
の
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
第
三
者
の
立
場
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
…
…
〕

か
ゝ
る
立
場
に
於
て
は
、
形
相
は
い
つ
も
逆
の
方
向
に
於
て
即
質

料
で
あ
り
、
質
料
は
い
つ
も
逆
の
方
向
に
於
て
即
形
相
で
あ
る
。

自
己
自
身
を
限
定
す
る
形
の
形
の
立
場
、
矛
盾
的
自
己
同
一
形
の

立
場
と
い
う
所
以
で
あ
る
。
故
に
ギ
リ
シ
ヤ
哲
学
の
窮
極
に
於
て

は
質
料
は
要
す
る
に
無
で
あ
る
が
、
逆
に
こ
れ
は
絶
対
に
質
料
即

形
相
的
な
る
立
場
、
す
な
わ
ち
絶
対
無
の
立
場
と
云
ふ
こ
と
も
で

き
る
（
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
ト
・
ヘ
ン
［
＝
一
者
］
を
逆
に
即
無
と

す
る
立
場
で
あ
る
）。〔
…
…
〕
東
洋
芸
術
の
線
は
ギ
リ
シ
ヤ
的
に

有
機
的
で
も
な
い
、
然
ら
ば
と
云
つ
て
ゴ
シ
ッ
ク
的
で
も
な
い
、

況
し
て
エ
ジ
プ
ト
的
で
も
な
い
。
仏
即
是
心
的
で
あ
る
、
自
然
法

爾
的
で
あ
る
。〔
…
…
〕
東
洋
芸
術
に
於
て
は
質
料
が
即
イ
デ
ア

で
あ
る
の
で
あ
る
。（
九
・
二
九
八
―
九
／
一
〇
・
二
六
二
）

　

西
田
に
よ
れ
ば
、
東
洋
芸
術
（
主
に
工
芸
品
や
水
墨
画
、
書
な
ど
が

念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
は
、「
抽
象
化
的
衝
動
」

や
「
感
情
移
入
」
で
は
な
く
、
ま
た
「
無
限
の
生
命
の
表
現
」
で
も
な

い
。
そ
れ
は
「
黒
楽
の
茶
碗
に
天
地
を
包
む
」
よ
う
に
、
一
つ
の
作
品

に
「
天
地
」
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
西
田
は
禅
の
「
平
常

心
是
道
」（『
無
門
関
』
第
十
九
則
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
東
洋
芸
術
、
と
り
わ
け
「
自
然
に
親
和
的
な
日
本
芸
術
」

は
、
ギ
リ
シ
ャ
芸
術
と
は
異
な
る
。
と
い
う
の
も
、
ギ
リ
シ
ャ
芸
術

に
お
い
て
は
、「
形
相
と
質
料
と
は
対
立
的
」
で
あ
り
、
人
間
の
観
念

的
な
「
形
相
（
イ
デ
ア
）」
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
が
質
料
に
実
現
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
東
洋
的
芸
術
は
「
形
相
は
い
つ
も
逆
の
方
向
に
於
て

即
質
料
で
あ
り
、
質
料
は
い
つ
も
逆
の
方
向
に
於
て
即
形
相
で
あ
る
」、

す
な
わ
ち
物
の
「
質
料
」
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
そ
の
質
料
の

中
に
潜
在
す
る
「
形
相
」
を
人
間
が
技
術
に
よ
っ
て
持
ち
き
た
ら
す
と



西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学

五
九

い
う
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
東
洋
芸
術
に
お
い
て
は
質

料
が
即
イ
デ
ア
で
あ
る
の
で
あ
る
」。

　

ま
た
、
西
田
は
、
東
洋
芸
術
に
限
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
範
例
と
し
て

芸
術
的
創
作
一
般
を
、
こ
の
よ
う
に
質
料
的
な
も
の
に
没
入
し
て
、
い

わ
ば
「
無
我
」
の
境
地
に
お
い
て
作
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
　

か
ゝ
る
我
々
の
身
体
が
自
己
存
在
性
を
失
つ
て
単
な
る
道
具
と
な

る
時
、
我
々
の
身
体
は
芸
術
作
用
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

我
々
の
自
己
の
ポ
イ
エ
シ
ス
が
天
の
ポ
イ
エ
シ
ス
と
な
る
。
踊
に

於
て
は
我
々
の
生
物
的
身
体
が
直
に
道
具
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

絵
画
に
於
て
は
我
々
の
身
体
は
筆
の
軸
と
な
り
、
彫
刻
に
お
い
て

は
鑿
の
柄
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
、
否
、
全
身
が
筆
と
な

り
鑿
と
な
る
と
も
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
（
木
村
、
一
打
の
鑿（

（1
（

）。

（
九
・
二
七
九
／
一
〇
・
二
三
六
）

　

私
た
ち
の
技
術
が
洗
練
さ
れ
て
発
揮
さ
れ
る
と
き
、
主
観
的
な
作
為

は
取
り
除
か
れ
、「
全
身
が
筆
と
な
り
鑿
と
な
る
」。
い
わ
ば
「
純
粋
経

験
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
天
の
ポ
イ
エ
シ
ス
」
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
人
間
は
自
然
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、「
技
術
」
的
に
そ
れ
を
技
術

的
に
世
話
し
た
り
利
用
し
た
り
し
て
、
何
か
を
形
作
る
。
西
田
は
そ
れ

を
、
禅
や
老
荘
思
想
の
思
想
も
取
り
入
れ
て
形
成
さ
れ
た
朱
子
学
で
と

り
わ
け
言
わ
れ
る
「
天
人
合
一
」
の
思
想
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。『
善
の
研
究
』
の
頃
の
西
田
は
こ
の
思
想
を
よ
く
表
現
し
て
い

た
が
、
そ
れ
以
降
、
よ
り
学
問
的
・
論
理
的
な
精
緻
化
を
求
め
る
た

め
、
形
而
上
学
的
な
色
彩
の
強
い
こ
の
思
想
は
徐
々
に
消
え
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
、
自
然
と
技
術
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
か

ら
、
再
び
、
そ
の
思
想
が
脱
形
而
上
学
化
さ
れ
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
考
え
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
民
芸
研
究
家
・
宗
教
哲
学
者
で

あ
る
柳
宗
悦
の
工
芸
論
を
援
用
し
て
み
た
い
。
西
田
が
柳
に
言
及
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
西
田
の
「
自
然
法
爾
」
的
、「
質
料
即
形
相
」

的
な
東
洋
芸
術
を
具
体
的
に
描
写
す
れ
ば
、
柳
の
所
論
の
よ
う
に
な

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
柳
は
『
工
藝
の
道
』（
一
九
二
八

年
）
に
お
い
て
、
個
性
的
な
美
術
が
「
人
間
中
心
的
」
で
あ
る
に
対
し

て
、
工
芸
は
「N

atura‒ centric

「
自
然
中
心
」
の
所
産
で
あ
る（

（1
（

」
と
い

う
。
そ
の
「
自
然
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
山
水
草
木
と
し
て
の
客
体
的
自

然
と
、
自
力
を
否
定
し
無
我
の
中
で
「
お
の
ず
か
ら
然
る
」
働
き
を
示

す
自
然
法
爾
的
な
主
体
的
自
然
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
工
芸
は
、
人
間
の
観
念
的
形
相
で
は
な
く
、
自
然
の
素
材

の
中
に
潜
在
す
る
形
相
を
人
間
が
手
を
貸
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
12
）　

木
村
素
衛
「
一
打
の
鑿
―
制
作
作
用
の
弁
証
法
」（
初
出
一
九
三
二
年
、
改
稿

一
九
三
三
年
、『
表
現
愛
』
一
九
三
九
年
所
収
）。

（
13
）　

柳
宗
悦
『
工
藝
の
道
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
頁
。



六
〇

形
、
模
様
、
色
彩
へ
と
も
た
ら
す
。

　
　

工
藝
は
自
然
が
与
う
る
資
材
に
発
す
る
。〔
…
…
〕
工
藝
よ
き
形
、

よ
き
模
様
、
よ
き
色
彩
を
熟
視
さ
れ
よ
。
そ
こ
に
天
然
の
加
護
が

な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
人
の
力
が
作
る
と
は
い
う
も
、
そ
こ
に

加
わ
る
自
然
の
力
に
比
べ
て
は
、
い
と
ど
小
さ
き
も
の
に
過
ぎ
ぬ

で
は
な
い
か
。
よ
き
作
は
天
然
よ
り
の
施
物
に
活
き
る
。
工
藝
美

は
材
料
美
で
あ
る
。〔
…
…
〕
自
然
へ
の
服
従
、
こ
れ
の
み
が
自

由
の
獲
得
で
あ
る（

（1
（

。

　
　

人
は
工
藝
に
お
い
て
材
料
を
選
ぶ
と
い
う
よ
り
も
、
材
料
が
工
藝

を
選
ぶ
と
こ
そ
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
の
守
護
を
受
け
ず
し
て

工
藝
の
美
は
あ
り
得
な
い
。
器
は
作
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
与

え
ら
る
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
美
の
脅
威
を
司
る
も
の
は
、
あ

の
材
料
が
含
む
造
化
の
妙
で
あ
る（

（1
（

。

　

西
田
の
い
う
「
質
料
即
形
相
」
的
な
制
作
と
は
、
例
え
ば
、
工
場
で

大
量
生
産
が
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
よ
う
に
、
何
か
し
ら
の
頭

で
考
え
ら
れ
た
観
念
を
質
料
の
抵
抗
性
・
物
質
性
を
で
き
る
限
り
無
視

し
て
実
現
す
る
制
作
と
い
う
よ
り
も
、
例
え
ば
器
の
コ
バ
ル
ト
の
色
や

形
が
釜
の
中
で
人
間
の
力
を
経
な
が
ら
自
然
な
仕
方
で
も
た
ら
さ
れ
る

よ
う
な
工
芸
的
な
制
作
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

は
「
黒
楽
の
茶
碗
に
天
地
を
包
む
」
よ
う
に
、
天
地
と
人
間
が
よ
き
仕

方
で
調
和
的
に
働
き
あ
う
。

　

第
二
に
、
工
芸
は
小
さ
な
自
我
を
捨
て
去
っ
た
無
心
の
中
で
、
主
体

的
な
「
自
然
」
の
中
で
作
ら
れ
る
。
工
芸
の
道
は
「
美
の
宗
教
に
お
け

る
他
力
道（

（1
（

」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
す
で
に
彼
ら
の
手
が
作
る
と
い
う

よ
り
も
、
自
然
が
彼
ら
の
手
に
働
き
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る（

（1
（

」。

　

こ
の
よ
う
に
西
田
の
芸
術
論
は
、
柳
の
工
芸
論
に
も
通
ず
る
が
、
具

体
的
な
芸
術
作
品
を
論
じ
る
芸
術
論
と
し
て
は
極
め
て
大
ま
か
で
図
式

的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
自
然
法
爾
的
」
と
形

容
さ
れ
る
東
洋
芸
術
の
あ
り
方
が
「
絶
対
無
の
立
場
」
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
西
田
が
ど
の
よ
う
な
ポ
イ
エ
ー

シ
ス
を
理
想
と
し
て
考
え
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
西
田
に
と
っ
て
、
理
想
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
は
、「
イ

デ
ア
」
を
物
質
に
形
態
化
す
る
と
い
っ
た
人
間
中
心
主
義
的
な
制
作
で

は
な
く
、
こ
う
し
た
自
然
と
人
間
（
人
為
）
と
の
弁
証
法
的
な
制
作
、

ま
た
無
我
的
・
自
然
法
爾
的
な
制
作
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
14
）　

柳
・
前
掲
書
、
五
〇
頁
。

（
15
）　

柳
・
前
掲
書
、
八
四
頁
。

（
16
）　

柳
・
前
掲
書
、
四
四
頁
。

（
17
）　

柳
・
前
掲
書
、
五
二
―
三
頁
。
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４　

ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
プ
ラ
ク
シ
ス

　

さ
ら
に
『
哲
学
論
文
集
第
四
』
の
論
文
「
ポ
イ
エ
シ
ス
と
プ
ラ
ク
シ

ス
（
実
践
哲
学
序
論
補
説
）」
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
カ
ン
ト
に

言
及
し
な
が
ら
、
社
会
的
行
為
と
し
て
の
「
プ
ラ
ク
シ
ス
（
実
践
行

為
）」
の
問
題
も
、
道
徳
・
倫
理
的
に
自
ら
を
形
成
す
る
「
ポ
イ
エ
ー

シ
ス
」
の
営
み
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
六
巻
に
お
い
て
、

「
学
問
的
知
識
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）」
は
「
他
の
仕
方
で
は
け
っ
し
て

あ
り
え
な
い
も
の
」
を
考
察
の
対
象
と
す
る
に
対
し
て
、「
ポ
イ
エ
ー

シ
ス
」
と
「
プ
ラ
ク
シ
ス
」
は
同
じ
く
「
他
の
仕
方
で
あ
り
う
る
も

の
」
で
あ
る
が
、
両
者
は
、
そ
の
目
的
が
外
在
的
か
内
在
的
か
に
お
い

て
区
別
さ
れ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「
作
る
人
は
だ
れ
で
も
、
何
か
の

た
め
に
作
る
が
、
作
ら
れ
る
も
の
は
、
無
条
件
的
な
意
味
で
の
目
的
で

は
な
く
し
て
（
つ
ま
り
そ
れ
は
、
何
か
あ
る
も
の
と
の
関
連
に
お
い
て

目
的
で
あ
り
、
ま
た
何
か
あ
る
も
の
の
目
的
な
の
で
あ
る
）、
行
為
に

お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
の
方
が
、
無
条
件
的
な
目
的
な
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、「
善
き
行
為
」（
エ
ウ
プ
ラ
ー
ク
シ
ア
ー
）
こ
そ
目
的
な
の
で

あ
り
、
欲
求
は
こ
れ
を
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

」。
例
え
ば
家
は
風

雨
を
凌
ぐ
と
い
う
目
的
の
た
め
に
作
ら
れ
る
が
、「
善
き
行
為
」
は
遂

行
そ
れ
自
体
が
目
的
と
な
る
。

　

前
者
に
関
す
る
知
は
「
技
術
（
テ
ク
ネ
ー
）」、
後
者
に
関
す
る
知
は

「
思
慮
（
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）」
と
呼
ば
れ
る
。「
思
慮
」
と
は
、「
た
と
え

ば
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
あ
る
い
は
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
善
い
も
の
な
の
か
、
と
い
っ
た
仕
方
で
部
分
的
に
考

え
る
の
で
は
な
く
て
、
ま
さ
に
「
よ
く
生
き
る
こ
と
（
エ
ウ
・
ゼ
ー

ン
）」
全
体
の
た
め
に
は
、
い
か
な
る
こ
と
が
善
い
の
か
を
考
え
る
こ

と
」
だ
と
さ
れ
る
。
ア
テ
ネ
の
民
主
政
の
礎
を
築
い
た
ペ
リ
ク
レ
ス（

（1
（

や

「
節
制
」
が
「
思
慮
」
あ
る
状
態
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る

に
勇
気
や
正
義
な
ど
徳
を
備
え
た
行
為
が
「
善
き
行
為
」
と
し
て
、
そ

れ
自
体
が
目
的
と
な
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
現
代
人
は
、

「
善
き
行
為
」
も
社
会
の
有
用
性
や
発
展
に
奉
仕
す
る
が
ゆ
え
に
「
善

い
」
と
考
え
そ
う
だ
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
そ
う
し
た
吝
な
根
性
と

は
無
縁
の
よ
う
で
あ
る
。

　

西
田
は
、
こ
う
し
た
両
者
の
区
別
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
ギ
リ
シ
ャ

哲
学
に
お
い
て
「
プ
ラ
ク
シ
ス
」
と
は
、「
徳
」
と
い
う
「
ヘ
ク
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
18
）　
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』1139 b

（
朴
一
郎
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
（
西
洋
古

典
叢
書
）、
二
〇
〇
二
年
）。

（
19
）　

ペ
リ
ク
レ
ス
は
「
公
私
の
区
別
に
き
わ
め
て
厳
し
く
、
あ
き
ら
か
に
公
生
活
を
私

生
活
に
優
先
さ
せ
、
自
分
の
私
的
な
横
顔
を
公
衆
の
目
か
ら
隠
そ
う
と
し
た
」。
一

般
に
ポ
リ
ス
市
民
に
と
っ
て
は
、
公
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
こ
そ
男
の
花
道
」
で

あ
っ
た
よ
う
だ
（
橋
場
弦
『
民
主
主
義
の
源
流
―
古
代
ア
テ
ネ
の
実
験
』
講
談
社

学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
、
九
一
―
八
頁
）。



六
二

［
習
慣
的
状
態
］」、「
固
定
せ
る
自
己
の
状
態
」、
西
田
の
語
で
言
え
ば

「
自
己
の
形
」
を
も
っ
た
自
己
を
作
る
こ
と
目
的
と
し
、「
人
間
の
形
相

自
身
を
形
成
す
る
こ
と
」、「
物
を
作
る
自
己
を
作
る
こ
と
、
ポ
イ
エ
シ

ス
・
ポ
イ
エ
セ
オ
ス
」（
九
・
二
〇
四
／
一
〇
・
一
四
一
）
で
あ
る
と

説
明
し
て
い
る
。
ま
た
「
物
を
作
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
逆
に
何
等
か
の

意
味
に
於
て
自
己
が
作
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
プ
ラ
ク
シ
ス
で
あ

り
、
ま
た
「
ポ
イ
エ
シ
ス
は
プ
ラ
ク
シ
ス
で
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
真

の
ポ
イ
エ
シ
ス
と
な
る
の
で
あ
る
」（
九
・
二
一
二
／
一
〇
・
一
五
二
）

と
言
う
。

　

翻
っ
て
見
れ
ば
、『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
も
、「
善
と
は
自
己
の
発

展
完
成self‒ realization

で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
我
々

の
精
神
が
種
々
の
能
力
を
発
展
し
円
満
な
る
発
達
を
遂
げ
る
の
が
最
上

の
善
で
あ
る
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
所
謂entelechie

［
エ
ン
テ
レ

ケ
イ
ア
＝
完
全
現
実
態
。
目
的
（
テ
ロ
ス
）
内
在
態
］
が
善
で
あ
る
）

（
一
・
一
一
七
／
一
・
一
四
五
）
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た

徳
を
も
っ
た
自
己
形
成
と
し
て
の
プ
ラ
ク
シ
ス
と
い
う
考
え
は
西
田
に

お
い
て
一
貫
し
て
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

西
田
は
そ
の
こ
と
を
カ
ン
ト
の
実
践
に
も
触
れ
な
が
ら
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
形
相
的
な
理
性
と
カ
ン
ト
の
法
則
的
な
理
性

と
は
固
よ
り
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
勝
義
に
於
て
プ
ラ
ク

シ
ス
と
云
ふ
こ
と
は
、
人
が
人
自
身
を
目
的
と
す
る
働
き
と
考
へ

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
よ
つ
て
自
己
が
自
己
と
な

る
働
き
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
に
我
々
の
自
己

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
、
自
己
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
自

己
を
作
る
ポ
イ
エ
シ
ス
と
云
つ
て
よ
い
。
カ
ン
ト
の
道
徳
法
と
云

ふ
の
も
、
そ
れ
に
よ
つ
て
我
々
は
人
格
と
な
る
の
で
あ
る
。
加

之
、
他
を
人
格
視
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
己
が
人
格
と
な
る
の
で

あ
る
。
プ
ラ
ク
シ
ス
は
自
ら
汝
に
対
す
る
働
き
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
我
々
の
自
己
は
歴
史
的
・
社
会
的
に
生
れ
る
の
で
あ
る
。

（
九
・
二
〇
五
／
一
〇
・
一
四
二
）

　

自
己
は
「
汝
」（
他
者
）
と
の
媒
介
に
お
い
て
成
立
す
る
。
カ
ン
ト

の
「
目
的
の
王
国
」
の
思
想
が
示
す
よ
う
に
、
他
者
を
単
な
る
手
段
と

せ
ず
「
人
格
（
そ
れ
自
体
目
的
と
な
る
尊
厳
の
主
体
）
視
」
す
る
「
社

会
的
行
為
」
の
中
で
、
自
己
も
ま
た
「
人
格
」
と
し
て
肯
定
さ
れ
「
自

己
が
成
立
す
る
」。
す
な
わ
ち
西
田
に
と
っ
て
「
プ
ラ
ク
シ
ス
」
と
は
、

他
者
と
の
関
わ
り
を
介
し
て
、
カ
ン
ト
的
な
尊
厳
の
主
体
の
意
味
を
も

つ
「
人
格
」
を
、
さ
ら
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
有
徳
な
主
体
へ
と
形

成
す
る
働
き
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
西
田
は
禅
や
親
鸞
、
朱
子
学
な
ど
に
見
ら
れ
る

「
東
洋
道
徳
」
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
実
践
理
性
的
行
為
を
、

「
物
と
な
つ
て
考
へ
物
と
な
つ
て
行
ふ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
論
じ
て

い
く
。



西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
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ー
シ
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の
哲
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六
三

　
　

私
は
真
に
理
性
的
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
物
と
な
つ
て
考
へ
物

と
な
つ
て
行
ふ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
技

術
と
は
我
々
の
自
己
が
物
と
な
っ
て
働
く
こ
と
で
あ
る
、
自
己
が

物
と
な
り
物
が
自
己
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。（
九
・
二
一
七
／
一

〇
・
一
五
八
）

　
　

自
然
法
爾
と
か
無
事
於
心
無
心
於
事（

（2
（

［
心
に
事
な
か
れ
、
事
に
心

な
か
れ
］
と
か
い
ふ
東
洋
的
無
心
と
は
、
自
己
が
な
く
な
る
と
か

非
合
理
的
と
か
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
物
を
自
己
と
な
す
と
い
ふ

に
反
し
て
、
自
己
が
物
の
自
己
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。〔
…
…
〕

故
に
物
と
な
つ
て
考
へ
、
物
と
な
つ
て
行
ふ
と
云
ふ
。（
九
・
二

三
〇
／
一
〇
・
一
七
五
）

　

自
己
が
集
中
し
て
事
柄
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
究
極
的
に
は
そ
の

作
為
性
を
払
い
落
と
し
て
、「
物
」
の
機
微
に
入
り
込
み
、
す
な
わ
ち

「
物
と
な
り
」
働
く
「
東
洋
的
無
心
」
の
境
地
を
、
西
田
も
ま
た
理
想

と
し
て
い
た
と
言
え
る
。「
物
と
な
つ
て
考
へ
物
と
な
つ
て
行
ふ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
20
）　

中
国
の
燈
史
（
禅
宗
史
書
）
で
あ
る
『
祖
堂
集
』（
九
五
二
年
）
巻
第
五
「
徳
山

和
尚
」。「
物
事
に
と
ら
わ
れ
ず
、
事
に
接
し
て
無
心
で
あ
れ
」
と
い
っ
た
意
で
あ

ろ
う
。
鈴
木
大
拙
は
『
無
心
と
い
ふ
こ
と
』（
一
九
三
九
年
）
で
、
こ
の
言
葉
を
解

釈
し
て
い
る
（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
七
二

頁
）。

（
21
）　

西
田
の
哲
学
を
朱
子
学
、
陽
明
学
な
ど
の
宋
学
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
詳
細
に
考

察
し
た
も
の
と
し
て
、
井
上
克
人
『
西
田
幾
多
郎
と
明
治
の
精
神
』
関
西
大
学
出
版

部
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。

（
22
）　
「
古
え
の
明
徳
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
国
を
治
む
。
そ
の
国

を
治
め
ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
家
を
斉と
と
のう

。
そ
の
家
を
斉
え
ん
と
欲
す
る
者
は

は
、
単
に
自
ら
の
観
念
で
あ
れ
こ
れ
と
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
は
な

く
、「
物
」
と
い
う
質
料
的
な
も
の
を
よ
く
見
つ
め
、
い
わ
ば
「
純
粋

経
験
」
的
に
物
に
深
く
入
り
込
み
な
が
ら
、
そ
の
「
物
」
に
働
き
か

け
、
何
か
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
初
期
の
西
田
に
お

け
る
「
主
客
合
一
」
の
「
純
粋
経
験
」
と
異
な
る
の
は
、
そ
う
し
た

「
物
」
と
い
う
主
観
的
な
観
念
や
作
為
を
否
定
す
る
も
の
の
抵
抗
や
機

微
に
敏
感
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
西
田
は
、
朱
子
の
「
格
物
致
知
」
の
思
想
と
重
ね
て
い
る（

（2
（

。

　
　

か
ゝ
る
東
洋
的
無
心
の
立
場
と
云
ふ
の
は
、〔
…
…
〕
自
己
が
物

と
な
つ
て
消
さ
れ
る
立
場
で
は
な
く
し
て
自
己
が
物
と
し
て
働
く

立
場
、
自
己
が
包
ま
れ
る
立
場
で
あ
る
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕
真

の
道
徳
の
根
拠
も
実
は
此
に
あ
る
の
で
あ
る
。
東
洋
道
徳
は
此
に

基
づ
く
も
の
と
思
ふ
。
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
、
先
治
其
国
、

欲
治
其
国
者
、
先
斉
其
家
、
欲
斉
其
家
者
、
先
脩
其
身
、
欲
脩
其

身
者
、
先
正
其
心
、
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
、
欲
誠
其
意
者
、

先
致
其
知
、
致
知
在
格
物（

（2
（

。
と
云
ふ
。
私
は
格
物
を
や
は
り
朱
子



六
四

の
如
く
物
に
格
る
と
読
み
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
何
処
ま
で
も
物

と
な
つ
て
考
へ
物
と
な
つ
て
行
ふ
と
云
ふ
意
に
解
し
た
い
。（
九
・

二
三
〇
／
一
〇
・
一
七
五
）

　
「
格
物
」
と
は
儒
教
の
四
書
の
一
つ
『
大
学
』
に
見
え
る
言
葉
で
あ

り
、
そ
の
明
示
的
説
明
が
『
大
学
』
で
は
欠
け
て
い
た
た
め
、
古
来
、

そ
の
「
格
」
と
は
何
か
、「
物
」
と
は
何
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
朱
子
の
生
前
、
司
馬
光
は
「
格
物
」
を
、「
外
界
の
邪
悪
な
も
の
」

を
「
斥
け
る
」
の
意
で
と
っ
た
。
ま
た
朱
子
の
死
後
、
王
陽
明
は
「
格

物
」
と
は
、
心
の
不
正
を
取
り
去
り
本
来
備
え
て
い
る
正
し
さ
に
そ
れ

を
「
正
（
格
）
す
」
こ
と
だ
と
主
張
し
た
（『
伝
習
録
』
上
）。
こ
れ
に

対
し
て
、
朱
熹
は
『
大
学
章
句
』
で
、「
格
」
と
は
「
至
る
」
で
あ
り

「
物
」
と
は
単
に
い
わ
ゆ
る
個
々
の
物
だ
け
で
な
く
様
々
な
出
来
事
な

ど
の
「
事
」
と
同
義
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
格
物
致
知
」
と
は

「
個
別
具
体
的
な
も
の
ご
と
に
即
し
て
そ
の
理
の
知
を
窮
め
て
い
く
」

こ
と
だ
と
さ
れ
た（

（2
（

。
上
の
文
章
に
お
い
て
「
や
は
り
朱
子
の
如
く
」
と

い
う
の
は
、
そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
朱
子
の
場
合
は
、
格
物
致
知
と
は
、
具
体
的
に
は
四
書
五
経

の
読
書
を
し
、
物
事
の
理
を
窮
め
る
こ
と
（
窮
理
）
に
あ
っ
た
。
西
田

も
そ
う
し
た
意
味
で
「
物
と
な
る
」
こ
と
を
論
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
例

え
ば
『
日
本
文
化
の
問
題
』（
一
九
三
九
年
）
で
本
居
宣
長
の
「
物
に

ゆ
く
道
」（『
直
毘
霊
』）
の
意
味
を
、
当
時
の
排
外
主
義
的
な
時
代
状

況
に
抵
抗
し
な
が
ら
、「
科
学
的
精
神
」
も
含
ん
だ
意
味
で
「
己
を
空

し
く
し
て
物
の
真
実
に
従
ふ
」（
九
・
五
／
一
二
・
二
八
〇
）
こ
と
と

し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
西
田
は
「
格
物
致
知
」
を
、
そ
う
し
た
窮
理
の
姿

勢
と
い
う
よ
り
も
、「
無
心
」
す
な
わ
ち
自
身
の
作
為
や
観
念
を
擲
っ

て
「
物
と
し
て
働
く
立
場
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
う
し
た
無
私

の
行
為
の
心
的
状
態
が
、
西
田
が
「
東
洋
道
徳
の
根
本
」
と
し
、
儒
学

で
重
ん
じ
ら
れ
た
「
誠（

（2
（

」、「
至
誠
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
「
受
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
ず
そ
の
身
を
修
む
。
そ
の
身
を
修
め
ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
心
を
正
す
。
そ

の
心
を
正
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
意
を
誠
に
す
。
そ
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲

す
る
者
は
先
ず
そ
の
知
を
致
む
。
知
を
致
む
る
は
物
に
格
る
に
在
り
」（『
大
学
・
中

庸
』
金
谷
治
訳
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
年
、
三
四
頁
）。

（
23
）　
「
格
物
致
知
」
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
小
島
毅
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
ち
く
ま
学

芸
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
〇
―
八
頁
を
参
照
。

（
24
）　

相
楽
亨
に
よ
れ
ば
、「
窮
理
」
で
は
な
く
「
無
私
」
を
重
視
す
る
点
は
、
日
本
思

想
の
朱
子
学
受
容
の
特
徴
で
あ
る
（
相
楽
亨
『
日
本
の
思
想
―
―
理
・
自
然
・
道
・

天
・
心
・
伝
統
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
四
頁
）。
西
田
も
ま
た
そ
の

一
例
に
含
ま
れ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
25
）　

西
田
が
「
誠
」
の
思
想
の
代
表
者
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
山
鹿
素
行
で
あ
る
。

論
文
「
国
家
理
由
の
問
題
」
に
お
い
て
『
聖
教
要
録　

中
』
の
「
誠
」
の
中
の
「
已

む
こ
と
を
得
ざ
る
、
こ
れ
を
誠
と
謂
ふ
。
純
一
に
し
て
雑
は
ら
ず
、
古
今
上
下
易か

ふ

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
天
の
命
、
あ
あ
穆ば
く

と
し
て
已
ま
ざ
る
な
り
。
聖
教
未
だ
嘗



西
田
幾
多
郎
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学

六
五

的
」
な
も
の
で
は
な
く
、「
己
を
尽
す
こ
と
」
を
徹
底
し
な
が
ら
「
物

を
全
体
と
の
関
係
に
於
て
見
る
こ
と
」、
そ
こ
に
発
す
る
「
無
限
の
動
」

で
あ
る
と
い
う
。
至
誠
に
お
い
て
人
は
「
心
が
天
地
に
充
満
し
て
居

る
」
と
感
じ
ら
れ
る
（
九
・
二
三
一
／
一
〇
・
一
七
六
）。

　

翻
っ
て
『
善
の
研
究
』
で
も
「
至
誠
」
と
は
「
真
に
精
神
全
体
の
最

深
な
る
要
求
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
我
々
の
作
為
し
た
も
の
で
は
な

い
、
自
然
の
事
実
」（
一
・
一
三
三
／
一
・
一
六
六
）
だ
と
述
べ
ら
れ

て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
「
自
然
法
爾
」「
誠
」
的
な
態
度
を
通

じ
て
、「
竹
は
竹
、
松
は
松（

（2
（

と
各
自
其
天
賦
を
充
分
に
発
揮
す
る
や
う

に
、
人
間
が
人
間
の
天
性
自
然
を
発
揮
す
る
の
が
人
間
の
善
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
も
徳
と
は
自
己
固
有
の
性
質
に
従
う
て
働
く
の
謂
に
外
な

ら
ず
と
い
つ
た
［『
エ
チ
カ
』
第
四
部
、
定
理
一
八
備
考
］」（
一
・
一

一
七
／
一
・
一
四
五
）
と
述
べ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
無
私
の
自
然
法
爾
的
な
経
験
を
通
じ
て
、
他
者
や
世
界
に

対
し
て
働
き
か
け
、
自
己
自
身
の
自
然
的
素
質
を
有
徳
な
も
の
に
形
成

し
て
い
く
（
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
）
と
い
う
の
が
、
西
田
の
根
本
的
な
「
プ

ラ
ク
シ
ス
」
観
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な

徳
の
自
己
形
成
の
思
想
を
、
人
為
と
自
然
の
弁
証
法
と
い
う
思
想
を

ベ
ー
ス
に
、
東
洋
的
な
「
無
心
」
の
思
想
と
接
続
さ
せ
た
も
の
だ
と
言

い
う
る
。

　

　

終
わ
り
に

　

西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学
と
は
、「
作
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
、

技
術
、
芸
術
、
倫
理
な
ど
様
々
な
人
間
の
営
み
を
一
貫
し
て
見
る
哲
学

で
あ
る
。
生
物
的
に
私
た
ち
は
子
孫
を
こ
の
世
界
に
残
し
、
様
々
な
物

を
作
り
世
界
を
構
築
す
る
。
さ
ら
に
、
他
者
と
と
も
に
、
自
己
自
身
を

も
形
成
し
、
教
育
に
携
わ
る
。
そ
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
観
は
、
単
に
「
イ

デ
ア
」
に
よ
っ
て
世
界
や
物
を
形
成
す
る
こ
と
で
な
く
、
そ
の
東
洋
芸

術
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
実
の
質
料
性
の
微
細
な
力
に
目
を
向
け

な
が
ら
、
そ
の
発
現
を
人
間
の
力
に
よ
っ
て
手
助
け
を
す
る
よ
う
な
制

作
を
理
想
形
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
作
為
を
超
え
た
無
心
の
境

地
で
、
何
か
を
作
り
、
他
者
と
と
も
に
自
己
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を

「
プ
ラ
ク
シ
ス
」
の
基
本
形
と
考
え
て
い
た
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
近
現
代
技
術
世
界
を
、
す
べ
て
を
有
用
性
・
必
要

性
の
連
鎖
に
取
り
込
ん
で
い
く
「
総
か
り
立
て
体
制G

e‒ stell

」
と
し

て
考
察
し
、
そ
の
歴
史
的
由
来
に
は
、「
存
在
」
を
「
作
ら
れ
て
あ
る

こ
とH

ergestelltheit

」
と
し
て
見
て
き
た
西
洋
形
而
上
学
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
こ
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
西
田
の
「
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
優

位
の
哲
学
も
、
極
東
に
お
け
る
西
洋
形
而
上
学
の
末
裔
と
見
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
論
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
誠
を
以
て
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。」
と
い
う
文
章
を
引
い
て
い
る
（
九
・
三
五
一
／

一
〇
・
三
三
〇
）。

（
26
）　

こ
の
表
現
は
服
部
土
芳
『
三
冊
子
』
に
見
ら
れ
る
芭
蕉
の
言
葉
「
松
の
事
は
松
に

習
へ
、
竹
の
事
は
竹
に
習
へ
」
に
由
来
す
る
。
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ス
や
マ
ル
ク
ス
の
影
響
は
色
濃
い
も
の
の
、
そ
う
し
た
西
洋
形
而
上
学

と
は
異
な
っ
た
「
自
然
法
爾
」
的
、「
天
人
合
一
」
的
な
世
界
観
の
系

譜
に
も
連
な
っ
て
い
る
。
そ
の
哲
学
は
、
す
べ
て
を
有
用
性
・
必
要
性

の
相
に
お
い
て
見
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
地
平
を
超
え

た
「
物
」
と
の
関
わ
り
や
「
人
格
」
の
形
成
を
解
く
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
い
回
し
を
借
り
て
言
え
ば（

（2
（

、「
物
」
に
し
ろ
「
人
格
」

に
し
ろ
、
そ
の
自
然
的
性
格
を
、
近
現
代
技
術
の
よ
う
に
無
理
や
り
に

「
徴
発
す
るherausfordern
」
の
で
は
な
く
、
農
夫
の
よ
う
に
、
そ
の

成
長
を
「
育
て
世
話
す
るhegen und pflegen

」
仕
方
で
、
存
在
者
を

「
露
わ
に
す
る
こ
とEntbergen

（ἀλήθεια

）」
を
、
西
田
は
理
想
的
な

ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
し
て
捉
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

現
代
の
高
度
資
本
主
義
の
技
術
社
会
に
お
い
て
、
無
私
の
「
自
然
法

爾
」
的
制
作
や
自
己
形
成
と
い
う
こ
と
は
、
時
代
遅
れ
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
時
代
遅
れ
に
一
見
み
え
る
こ
と
は
思
想
の
ア
ク

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
減
ず
る
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど

西
田
は
大
戦
終
結
の
二
ヶ
月
前
に
こ
の
世
を
去
り
、
戦
後
の
日
本
社
会

を
経
験
し
て
い
な
い
。
現
代
で
は
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
多
機
能
性

幹
細
胞
な
ど
、
西
田
が
生
き
た
時
代
よ
り
も
遥
か
に
進
ん
だ
ポ
イ
エ
ー

シ
ス
が
な
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
で
多
く
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
を
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
し
、
原
子
力
発
電
に
お
い
て
も
、
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
27
）　H

eidegger, ebd., S.13-16. 

「
黒
楽
の
茶
碗
に
天
地
を
包
む
」
と
い
う
表
現
に
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
、「
天
」
と
「
大
地
」
と
「
死
す
べ
き
者
」
と
し
て
の
人
間
、「
神
的

な
も
の
」
の
四
者
か
ら
な
る
「
四
方
界
（G

eviert

）」
と
の
親
近
性
を
嗅
ぎ
つ
け
る

の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ル
ト
ニ
ウ
ム
と
い
う
約
二
万
四
千
年
を
半
減
期
と
す
る
猛
毒
の
「
物
」

を
後
世
に
残
し
て
い
る
。
ま
た
教
育
理
念
の
「
形
」
が
不
透
明
と
な

り
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
の
み
人
間
の
形
成
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
な
る
ほ
ど
、
西
田
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
哲
学
は
、
そ

れ
に
何
か
の
お
手
軽
な
処
方
箋
を
与
え
は
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
、
現
代
を
反
省
し
相
対
化
す
る
視
点
を
与
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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